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２
０
１
６
年
　
司
教
年
頭
書
簡
　
御
父
の
よ
う
に
、
い
つ
く
し
み
深
く

　
11
．
聖
霊
の
導
き
に
ゆ
だ
ね
て
人
を
ゆ
る
す

　
わ
た
し
た
ち
が
、
罪
の
ゆ
る
し
を
ね
が
い
、
告

白
す
る
と
き
、
御
父
か
ら
あ
わ
れ
み
の
愛
が
あ
ふ

れ
出
ま
す
が
、
自
分
を
侮
辱
し
た
人
に
対
し
て
心

を
開
か
な
い
か
ぎ
り
、
あ
わ
れ
み
の
こ
の
流
れ

は
、
わ
た
し
た
ち
の
心
ま
で
た
ど
り
つ
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
が
人
か
ら
受
け
た
侮

辱
や
そ
の
心
の
傷
を
乗
り
こ
え
て
い
く
に
は
、
自

分
自
身
を
聖
霊
に
ゆ
だ
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
は
、
聖
霊
の
は
た
ら
き
の
も
と
に
罪
を
痛
悔

し
、
回
心
し
て
、
罪
を
告
白
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
パ
ウ
ロ
が
言
う
よ
う
に
、「
霊

の
導
き
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
な
ら
、
霊
の
導
き

に
従
っ
て
ま
た
前
進
し
ま
し
ょ
う
。
う
ぬ
ぼ
れ

て
、
互
い
に
挑
み
合
っ
た
り
、
ね
た
み
合
っ
た
り

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
５
・
25

〜
26
）。

　
互
い
に
あ
わ
れ
み
深
く
、
ゆ
る
し
合
う
た
め

に
、
聖
霊
の
導
き
に
自
己
を
ゆ
だ
ね
て
、
霊
の
実

（
同
５
・
22
）
を
む
す
ぶ
素
直
な
心
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
年
頭
書
簡
よ
り
）
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3 月19日　ステファノ　北村善朗神父　司祭叙階二十五周年　銀祝感謝ミサ

3 月23日　聖香油ミサ

3月 5日　ガブリエル　大塚乾隆神学生　助祭叙階式

時
報
4
月
号

　掲
載

7 月25日～28日　教区　高校生会　沖縄　夏の体験学習

4月17日　教区　新信者のミサと集い

6月18日　バルデス師60周年・西村師60周年・ノーサル師25周年　感謝ミサ

時
報
8
月
号

　掲
載

時
報
5
月
号

　掲
載

3 月29日～31日　教区　小学生侍者合宿

時
報
6
月
号

　掲
載

1 月23日　トマス・アクィナス　村上透磨神父　司祭叙階五十周年　金祝感謝ミサ

3月 2日　フランシスコ・ザビエル　溝部脩司教　帰天　京都教区　仮通夜・ミサ

時
報
3
月
号

　掲
載

8 月 4 日　比叡山宗教サミット「世界平和祈りの集い」

時
報
9
月
号

　掲
載

8 月 5 日～ 7日　教区　中学生広島平和巡礼

時
報
11
月
号

　掲
載

時
報
11
月
号

　掲
載

10月 8 日～ 9日　教区　青年のための黙想会

時
報
12
月
号

　掲
載

8 月27日　教区　教会学校研修会

7月26日～31日　ワールドユースデー　クラクフ大会（ポーランド）

時
報
10
月
号

　掲
載

時
報
10
月
号

　掲
載
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京
都
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
紹
介

�

京
都
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
司
祭

�

小
立
花
　
忠

　
今
年
４
月
、
京
都
府
北
部
の
各
小
教
区
は

「
京
都
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
旧
舞
鶴
ブ
ロ
ッ
ク
と
旧
宮
津
ブ
ロ
ッ
ク
が

一
つ
に
な
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
面
積
は
広
が
り
ま

し
た
。
信
者
の
数
も
多
く
な
り
、
力
を
結
集
し

て
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
小
教
区
の
数
も
変
わ
り
ま
し
た
。
本
年
４

月
、
適
正
配
置
に
よ
り
旧
宮
津
ブ
ロ
ッ
ク
は
一

つ
の
小
教
区
と
な
り
ま
し
た
。「
カ
ト
リ
ッ
ク

丹
後
教
会
」
の
誕
生
で
す
。
本
年
３
月
ま
で
旧

宮
津
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
六
つ
の
小
教
区
（
網
野
・

岩
滝
・
加
悦
・
丹
後
大
宮
・
宮
津
・
峰
山
）
が

あ
り
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
適
正
配
置
の
移
行

措
置
と
し
て
六
つ
の
小
教
区
は
二
つ
の
共
同
体

を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
宮
津
与
謝
共
同
体

（
岩
滝
・
加
悦
・
宮
津
）
と
京
丹
後
共
同
体
（
網

野
・
丹
後
大
宮
・
峰
山
）
で
す
。
こ
の
二
つ
の

共
同
体
が
一
つ
に
な
っ
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
丹
後

教
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
六
つ
の
小
教
区
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
当
然
、
教
会
堂
も
六
つ
あ
り

ま
し
た
。

　
現
在
も
教
会
堂
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
名

称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
網
野
教

会
堂
、
加
悦
教
会
堂
、
宮
津
教
会
堂
、
岩
滝
礼

拝
堂
、
丹
後
大
宮
礼
拝
堂
、
峰
山
礼
拝
堂
」
と

な
り
ま
し
た
。
主
日
の
ミ
サ
は
現
在
、
日
曜
日

に
２
か
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
午
前
９
時
か

ら
網
野
教
会
堂
で
、
午
前
11
時
か
ら
は
宮
津
教

会
堂
（
た
だ
し
７
月
〜
９
月
は
加
悦
教
会
堂

で
）
の
２
か
所
で
す
。
大
き
な
祭
日
や
行
事
の

ミ
サ
は
原
則
と
し
て
加
悦
教
会
堂
で
行
わ
れ
ま

す
。
大
き
な
祭
日
や
行
事
の
ミ
サ
は
午
前
10
時

か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
月

の
第
３
日
曜
日
午
後
３
時
か
ら
英
語
ミ
サ
が
宮

津
教
会
堂
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
週
日
（
平
日
）

の
ミ
サ
は
週
１
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
礼
拝
堂
と
教

会
堂
で
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。「
カ
ト
リ
ッ
ク
丹

後
教
会
」
は
本
当
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
小

教
区
運
営
や
評
議
会
の
開
催
な
ど
も
六
つ
の
小

教
区
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
行
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の

か
手
探
り
で
討
議
し
な
が
ら
、
最
良
の
方
法
を

見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
丹
後
教

会
の
所
在
地
は
旧
宮
津
教
会
と
同
じ
住
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
郵
便
物
や
連
絡
な
ど
は

　
〒
６
２
５-

０
１
２
３

　
　
宮
津
市
宮
本
５
０
０

　�

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
２-

２
２-

３
１
２
７

　�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
２-

２
２-

３
６
８
４

宮津教会堂

岩滝礼拝堂

網野教会堂

丹後大宮礼拝堂

加悦教会堂
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へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
方
、
旧
舞
鶴
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
、
こ
の
数
年

で
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
２
年
前
ま
で
旧
舞
鶴

ブ
ロ
ッ
ク
に
は
五
つ
の
小
教
区
（
綾
部
・
西
舞

鶴
・
東
舞
鶴
・
福
知
山
・
報
恩
寺
）
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
4
月
、
綾
部
・
福
知
山
・
報
恩
寺

が
一
つ
の
小
教
区
と
な
り
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
福

知
山
教
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
福
知
山
教
会
は

Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
の
場
所
に

あ
り
、
昨
年
５
月
に
聖
家
族
聖
堂
と
し
て
献
堂

さ
れ
ま
し
た
。
旧
綾
部
教
会
（
現
・
綾
部
祈
り

の
家
）
は
本
年
11
月
に
売
却
予
定
で
す
。
ま

た
、
旧
報
恩
寺
教
会
の
聖
堂
は
「
報
恩
寺
記
念

聖
堂
」
と
し
て
福
知
山
教
会
の
施
設
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
日
の
ミ
サ
は
福
知
山
教
会

聖
家
族
聖
堂
で
、
日
曜
日
午
前
9
時
か
ら
と
午

前
11
時
か
ら
の
２
回
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
月

の
第
４
日
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
は
英
語
ミ
サ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
週
日
（
平
日
）
の
ミ
サ
は

月
曜
日
以
外
の

毎
日
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
詳
細

は
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
所
在
地

は
旧
福
知
山
教

会
と
住
所
な
ど

が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
〒
６
２
０-

０
９
４
０

　
　
福
知
山
市
駅
南
町
一
丁
目
２
４
７-

１

　�

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
３-

２
２-

２
３
４
７

　�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
３-

２
１-

５
１
１
３

で
す
。

　
西
舞
鶴
教
会
と
東
舞
鶴
教
会
は
少
子
高
齢
化

の
問
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
以
前
と
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
主
日
の
ミ
サ
は
偶
数
週
の
日
曜

日
、
午
前
９
時
か
ら
東
舞
鶴
教
会
で
、
午
前
11

時
か
ら
西
舞
鶴
教
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。
奇
数

週
は
午
前
９
時
か
ら
西
舞
鶴
教
会
で
、
午
前
11

時
か
ら
は
東
舞
鶴
教
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
月

の
第
３
日
曜
日
午
後
３
時
か
ら
は
西
舞
鶴
教
会

で
英
語
ミ
サ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
週
日
（
平

日
）
の
ミ
サ
は
週
１
回
西
舞
鶴
教
会
で
行
わ
れ

ま
す
が
、
他
の
日
は
小
教
区
内
の
各
聖
堂
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
京
都
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
京
都
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
丹
後
・
西
舞
鶴
・

東
舞
鶴
・
福
知
山
の
４
小
教
区
と
な
り
ま
し

た
。
２
年
前
ま
で
は
11
小
教
区
で
し
た
。
大
き

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
、
小

教
区
運
営
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
悩
み
な
が
ら
も

一
つ
ひ
と
つ
イ
エ
ス
様
と
相
談
し
な
が
ら
祈
り

の
う
ち
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
新
し
く
誕
生
し
た
京
都
北
部
ブ
ロ
ッ

ク
の
た
め
に
、
皆
様
の
お
祈
り
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

西舞鶴教会

東舞鶴教会

福知山教会

報恩寺記念聖堂

峰山礼拝堂

綾部祈りの家
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青
年
の
た
め
の
黙
想
会

　
教
区
の
信
仰
教
育
委
員
会
主
催
、「
青
年
の

た
め
の
黙
想
会
」
が
、
10
月
８
日
〜
９
日
、
北

村
善
朗
師
の
指
導
で
、
望
洋
庵
に
お
い
て
行
わ

れ
、
京
都
教
区
内
外
か
ら
、
16
名
の
青
年
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
イ
エ
ス
と
の

出
会
い
」
で
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
自
分

と
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
」
に
つ
い
て
黙
想
し
、

祈
り
、
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
レ
ク
チ
オ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ナ
の
方
法

で
聖
書
を
静
か
に
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
繰
り
返

し
読
ん
で
黙
想
し
ま
し
た
。
一
日
目
、
第
一
回

は
、
ル
カ
17
章
11
節
〜
19
節
「
イ
エ
ス
が
重
い

皮
膚
病
を
患
っ
て
い
る
10
人
の
人
を
い
や
す
」、

二
日
目
、
第
二
回
は
、
ヨ
ハ
ネ
20
章
11
節
〜
18

節
「
復
活
し
た
イ
エ
ス
が
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

に
現
れ
る
」、
第
三
回
は
、
ル
カ
５
章
１
節
〜

11
節
「
ペ
ト
ロ
を
弟
子
に
す
る
」
を
読
み
ま
し

た
。
イ
エ
ス
と
出
会
う
た
め
に
、
心
の
準
備
を

し
、
素
直
に
心
を
開
き
、
聖
書
を
聴
く
。
心
に

触
れ
た
単
語
ま
た
は
フ
レ
ー
ズ
を
注
意
深
く
聴

く
。
心
に
触
れ
た
単
語
ま
た
は
フ
レ
ー
ズ
を
分

か
ち
合
う
。
心
に
触
れ
た
単
語
ま
た
は
フ
レ
ー

ズ
か
ら
何
を
聴
き
取
り
、
見
出
す
か
？
　
自
分

の
体
験
や
日
常
と
重
ね
合
わ
せ
、
結
び
つ
け
な

が
ら
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に

北
村
師
の
聖
書
の
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
日
目
の
就
寝
前
に
『
教
会
の
祈
り
〜
新

し
い
聖
務
日
課
』
を
使
っ
て
聖
体
礼
拝
と
祈

り
、
ふ
り
か
え
り
を
行
い
ま
し
た
。
祈
り
と
黙

想
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
と
出
会
い
、
神
と
対
話

す
る
こ
と
、
自
分
を
み
つ
め
る
こ
と
を
体
験
し

た
二
日
間
で
し
た
。

　
参
加
し
た
青
年
た
ち
が
、
こ
の
黙
想
会
で
い

た
だ
い
た
恵
み
を
日
常
で
多
く
の
人
と
分
か
ち

合
い
、
信
仰
の
恵
み
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
。

�

信
仰
教
育
委
員
会

今
こ
そ
原
発
の
廃
止
を

　
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
問
い
か
け

未
来
世
代
を
含
め
た
、�

　
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」
を
守
る
た
め
に

　
２
０
０
１
年
に
発
表
さ
れ
た
脱
原
発
司

教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
す
る
、
科
学
的
、

哲
学
的
、
神
学
的
裏
づ
け
。

　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
歴
史
、
原
発
事

故
当
事
国
日
本
の
責
任
、
各
技
術
に
関
す

る
科
学
的
・
技
術
的
解
説
、
核
を
め
ぐ
る

倫
理
的
考
察
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能

性
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
。

�

大
塚
喜
直
司
教
　
推
薦

良
　
書
　
紹
　
介

編
　
者
　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

　
　
　
　『
今
こ
そ
原
発
の
廃
止
を
』
編
纂
委
員
会

発
　
行
　
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

定
　
価
　
本
体 

１
８
０
０
円
＋
税
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12月のお知らせ

教　　　区

聖書委員会／Tel.075（211）3484 ㊌㊍
 聖書講座「神の正義と神のいつくしみ」
 感謝と派遣のミサ
　日　時：₈日㊍ 10：30
　会　場：河原町教会 聖堂
 よく分かる聖書の学び（ヨハネ福音書を読む）
　日　時：14日㊌ 10：30
　講　師：北村 善朗師／参加費：300円
　会　場：河原町教会 ヴィリオンホール

小教区・修道会

河原町教会
 東日本・熊本被災地支援
 クリスマスチャリティーコンサート
　日　時：18日㊐ 14：30
　内　容：女声合唱団「ミルテンクランツ」
　　　　　ハーブ独奏（山本 真帆）
　　　　　合唱（河原町教会聖歌隊）
　　　　　パイプオルガン（桑山 彩子）
 クリスマス市民の集い
　日　時：24日㊏ 18：30
　内　容：コンサート
　　　　　祈り（みことばの祭儀）
　　　　　キャロル合唱
 主の降誕ミサ
　日　時：24日㊏ 21：00
　　　　　25日㊐ ₇：00／10：30／12：00（英語）
男子カルメル修道会（宇治修道院）
� Tel.0774（32）7016 Fax.（32）7457
 キリスト教霊的同伴（松田 浩一師）
　日　時：₂日㊎ 20：00〜₃日㊏ 15：00
　参加費：6,500円
 待降節の黙想会（中川 博道師）
　日　時：10日㊏ 17：00〜11日㊐ 16：00
　テーマ：夜霧のように静かに訪れる神を待つ
　参加費：7,500円

 一般のためのカルメルの霊性セミナー
� （松田 浩一師）
　日　時：13日㊋ 17：00〜14日㊌ 16：00
　テーマ：十字架の聖ヨハネの霊性₂
　参加費：7,500円

諸　団　体

望洋庵／Tel.075（366）8337
　　　　Eメール　bouyouan.seinen@gmail.com
 青年のための聖書入門講座
　日　時：₁日㊍ 19：00／15日㊍ 19：00
　テーマ：講座の次の主日の福音箇所
　対　象：青年男女（初めての方歓迎）
　参加費：200円（食事代含む）（申込不要）
 はじめての黙想会
　日　時：₉日㊎ 10：00〜16：30（15：30ミサ）
　参加費：1,000円（食事代含む）
� （電話で申し込んでください）
 月イチ黙想会
　日　時：17日㊏ 14：00〜17：00
　対　象：青年男女（初めての方歓迎）
　参加費：200円（申込不要）
京都カトリック混声合唱団
　練　習：11日㊐ 14：00
� カトリック会館₆階
コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：₁日㊍ 10：00／₈日㊍ 13：00
� カトリック会館₆階
聴覚障がい者の会（どなたでも参加可）
 手話ミサとクリスマス会
　日　時：₆日㊋ 11：00〜14：00
　会　場：河原町教会 地下
　参加費：700円（昼食代）
　申込要：Tel・Fax.075（723）1135　傳（つとう） 裕子
心のともしび　番組案内
 テレビ（衛星.CATV）スカイＡスポーツプラス
　毎週土曜日 朝₇：45
　シリーズ「小さな気づきを大切に」
　出演は阿南 孝也氏（洛星中学高等学校�校長）
 ラジオ（KBS京都） ㊊〜㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　12月のテーマ「誕生の喜び」
※ 2017年₂月号の原稿締切り日は12月14日㊌です。
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₂日㊎ 11：00 中央協 列聖推進委員会

₃日㊏ 13：30 第17回 教区宣教司牧評議会

₄日㊐ 東京 目黒教会 待降節黙想会

₆日㊋ 10：00 中央協 常任司教委員会
　　　 18：00 日本カトリック神学院
� 常任司教委員会（東京キャンパス）

₇日㊌ 10：00 日本カトリック神学院
� 常任司教委員会（東京キャンパス）

10日㊏ 11：00 子羊会 創立60周年感謝ミサ

11日㊐ 14：00 津教会 英語ミサ

12日㊊ 14：00 司教顧問会

14日㊌-15日㊍ 臨時司教総会（中央協）

16日㊎-22日㊍ ローマ（ユスト高山右近
� 列福式準備）
19日㊊ 13：30 メリノール女子学院 理事会

24日㊏ 21：00 主の降誕深夜ミサ（河原町）

25日㊐ 10：30 主の降誕ミサ（河原町）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

12月のスケジュール

12月のスケジュール

青年センターあんてな
〔青年センターHP〕　携帯からでもご覧いただけます。　http://www.kyoto.catholic.jp/seinen/

ネットワークミーティング in 鹿児島
河原町教会　栗山　透

　ネットワークミーティング（以後ＮＷＭ）
とは全国の青年や青年を支えている司祭、修
道者が集まって信仰について分かち合った
り、各教区の青年活動の情報を交換しあった
りする大会です。₉月24日〜25日に鹿児島
で開催され、京都教区から₈名が参加しまし
た。テーマは「♨（ゆ）くいきやんせ〜467（よ
くろんな）〜」（鹿児島の方言でゆっくりして
くださいねという意味）で、467年前にキリス
ト教が伝来した鹿児島で自分の信仰がどのよ
うに受け継がれ、育まれていったのかをじっ
くり考えるよい機会となりました。参加者の
感想を紹介します。

　久しぶりのＮＷＭ参加でした。キリスト教
が初めて日本に伝わったというこの地で、自
分の信仰の原点について考えるというのはと
ても面白かったです。桜島に見守られてゆっ
たりとした楽しい時間が過ごせました。
� （九条教会　Ｋ.Ｍ）

　鹿児島の環境が生かされており、ゆったり
とした時間や温かい雰囲気の中で分かち合い
ができました。日常生活においても、焦らず、

慌てず、自分のペースで様々なことに気付い
ていけるように頑張ろうと感じました。
� （匿名希望）

　今回のＮＷＭは私にとっては初めてのＮＷ
Ｍでしたが、鹿児島の美しい自然に囲まれて、
のんびりしながら全国の仲間と共に素敵な時
間が過ごせました。神様ありがとう‼　足湯
と温泉も最高でした。� （岡山教会　Ｙ.Ｋ）

　今回のＮＷＭはテーマの「ゆくいきやん
せ」の通り、まったりとした時間の中で鹿児
島を楽しむことができました。普段会えない
全国の青年と分かち合いができたことが新鮮
でした。� （西舞鶴教会　Ｍ.Ｋ）

　₂回目のＮＷＭ参加でした。テーマの通り、
ゆったりとしたスケジュールで、班の人や友
達の友達、たまたま近くにいた人など、たく
さんの人と話す機会を得ることが出来まし
た。これからも同じ信仰を持つ人たちと集ま
る機会を持ちたいです。�（唐崎教会　Ｒ.Ｎ）

　土地の豊かさや人の暖かさに触れ、ゆっく
りすることのできた良いＮＷＭでした。分か
ち合いではキリストとの出会いやそもそもの
キリスト教について、改めて考える時間を頂
けたことに感謝します。（河原町教会　Ｙ.Ｈ）


